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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第３四半期累計期間
第73期

第３四半期累計期間
第72期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 (千円) 24,738,474 25,858,949 33,759,676

経常損失（△） (千円) △467,594 △243,751 △353,168

四半期（当期）純損失（△） (千円) △513,229 △203,342 △1,155,610

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 3,335,500 3,335,500 3,335,500

発行済株式総数 (株) 12,662,100 12,662,100 12,662,100

純資産額 (千円) 6,339,952 5,549,254 5,730,667

総資産額 (千円) 20,202,001 19,946,693 19,734,458

１株当たり四半期
（当期）純損失金額（△）

(円) △41.71 △16.53 △93.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 31.4 27.8 29.0

　

回次
第72期

第３四半期会計期間
第73期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △10.80 △1.12

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりませ

ん。　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、子会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策に対する期待感から円安・株高基調に

推移しており、一部の輸出産業を中心に業績が改善する動きが見られるものの、その他の産業界におけ

る回復基調への足取りは明確さに欠け、欧州景気の停滞や新興国経済の減速等も加わり先行き不透明な

状況となっております。

インテリア業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は昨年の秋口以降、連続して前

年を上回って推移しております。

この様な環境のもとで、当社の売上高は前年同期比4.5％増の25,858百万円、売上総利益は前年同期

比2.9％増の6,239百万円、営業損失は172百万円（前年同期は営業損失406百万円）、経常損失は243百

万円（前年同期は経常損失467百万円）、四半期純損失は203百万円（前年同期は四半期純損失513百万

円）となりました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

①　インテリア事業

壁装材は、２月に装飾性を追求したハイグレードな素材とデザインを取り揃えた見本帳“ウォールデ

コ”を発行、３月に新築はもちろん、リフォームにもきれいに貼れるビニル壁紙100点を厳選した見本

帳“らくらくリフォーム”を発行、５月に新築にもリフォームにも、住宅にも非住宅にもこの１冊で対

応可能な、あらゆるニーズをカバーする見本帳“ライト”を発行。カーテンは、７月に緻密に織り上げ

られたデザインと素材感が、さまざまなジャンルでワンランク上のこだわりを演出する見本帳“ファブ

リックデコ”を発行。床材は、１月に住宅の水廻りをはじめ、さまざまなスペースにお使いいただけ、

衝撃吸収性に優れた「3.3mm厚」は福祉介護リフォームにもおすすめできる見本帳“クッションフロ

ア”を発行、２月に主に店舗や商業施設にお使いいただけ、耐久性・耐摩擦性に優れた複層ビニル床タ

イル見本帳“エルワイタイル”を発行した他、壁装材見本帳“Ｖ－ウォール”、“ウィル”、カーテン

見本帳“サーラ”等を増冊発行し拡販に努め、売上高は前年同期比5.2％増の21,569百万円となり、セ

グメント損失は208百万円（前年同期はセグメント損失444百万円）となりました。
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②　オフィス事業

顧客企業のリニューアル、移転等に対する投資意欲が盛り上りを見せないなか、顧客企業に対するよ

り細やかなサービスの提供に努めた結果、売上高は前年同期比1.2％増の4,288百万円となり、セグメン

ト利益は前年同期比5.0％減の35百万円となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,662,100 12,662,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 12,662,100 12,662,100 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

－ 12,662,100 － 3,335,500 － 2,362,793

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができないことから、直前の基準日である平成25年６月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― ― ―

議決権制限株式(その他) 　 ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(保有自己株式）
普通株式

358,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,226,000 12,226 ―

単元未満株式 普通株式 78,100 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 普通株式 12,662,100 ― ―

総株主の議決権 　 ― 12,226 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が257株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(保有自己株式)
リリカラ株式会社

東京都新宿区西新宿
７丁目５番20号

358,000 － 358,000 2.82

計 ― 358,000 － 358,000 2.82

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年７月１日か

ら平成25年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,601,910 3,326,853

受取手形及び売掛金
※３ 6,194,160 6,703,787

商品 2,092,693 2,702,119

その他 1,345,522
※４ 1,685,240

貸倒引当金 △10,633 △13,883

流動資産合計 14,223,655 14,404,117

固定資産

有形固定資産 1,622,726 1,756,209

無形固定資産 185,712 246,509

投資その他の資産

差入保証金 2,004,482 1,933,266

その他 1,778,173 1,693,657

貸倒引当金 △80,290 △87,067

投資その他の資産合計 3,702,364 3,539,856

固定資産合計 5,510,803 5,542,575

資産合計 19,734,458 19,946,693

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※３ 9,628,902 9,529,130

短期借入金 447,800 988,000

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 652,404 403,054

未払法人税等 70,989 48,710

賞与引当金 73,942 126,176

その他 860,245 1,133,904

流動負債合計 11,934,284 12,428,976

固定負債

社債 650,000 530,000

長期借入金 695,338 580,100

退職給付引当金 395,255 384,321

資産除去債務 54,880 56,841

その他 274,032 417,199

固定負債合計 2,069,507 1,968,462

負債合計 14,003,791 14,397,438
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,335,500 3,335,500

資本剰余金 2,772,764 2,362,793

利益剰余金 △409,971 △203,342

自己株式 △59,143 △59,283

株主資本合計 5,639,149 5,435,667

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 91,517 113,587

評価・換算差額等合計 91,517 113,587

純資産合計 5,730,667 5,549,254

負債純資産合計 19,734,458 19,946,693
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 24,738,474 25,858,949

売上原価 18,672,750 19,619,042

売上総利益 6,065,723 6,239,907

販売費及び一般管理費 6,471,986 6,412,559

営業損失（△） △406,262 △172,651

営業外収益

受取利息 5,086 4,679

受取配当金 4,729 5,770

不動産賃貸料 32,533 30,621

その他 21,687 15,063

営業外収益合計 64,037 56,135

営業外費用

支払利息 40,219 42,862

手形売却損 42,619 43,056

不動産賃貸費用 28,406 28,498

その他 14,124 12,818

営業外費用合計 125,369 127,234

経常損失（△） △467,594 △243,751

特別利益

投資有価証券売却益 － 81,306

特別利益合計 － 81,306

特別損失

投資有価証券評価損 7,835 －

特別損失合計 7,835 －

税引前四半期純損失（△） △475,429 △162,444

法人税、住民税及び事業税 37,799 40,898

四半期純損失（△） △513,229 △203,342
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【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。なお、この変更による、当第３四半期

累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１　保証債務

　
前事業年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

　 従業員19名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は15,384千円であり
ます。

従業員18名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は10,324千円であり
ます。

　

２　受取手形割引高

　
前事業年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

　 1,809,881千円 1,021,202千円

　

※３　金融機関休業日満期手形

金融機関休業日満期手形については、手形交換日に入出金の処理を行う方法によっております。決

算日が金融機関の休業日に当たる場合、同日満期手形が次のとおり期末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 83,763千円 －千円

支払手形 18,031千円 －千円

受取手形割引高 50,000千円 －千円

　

※４　仕掛品と相殺している工事損失引当金

損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品（流動資産「その他」）と工事損失引当金は、相殺

表示しております。相殺表示した仕掛品に対応する工事損失引当金の額は次のとおりであります。

　
前事業年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年９月30日)

仕掛品 －千円 3,509千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は次のとおりでありま

す。

　
前第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日)

減価償却費 99,312千円 122,464千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

平成25年３月28日開催の定時株主総会における決議に基づき、資本準備金を255,067千円取り崩

し、その他資本剰余金に振り替えいたしました。また、その他資本剰余金409,971千円、利益準備

金188,000千円及び別途積立金495,000千円により、繰越利益剰余金の欠損填補を行なっておりま

す。

この結果、資本剰余金が409,971千円減少し、利益剰余金が同額増加しております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業 オフィス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,502,325 4,236,149 24,738,474 － 24,738,474

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 20,502,325 4,236,149 24,738,474 － 24,738,474

セグメント利益（△損失） △444,097 37,834 △406,262 － △406,262

(注)　セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。
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２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業 オフィス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 21,569,999 4,288,950 25,858,949 － 25,858,949

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 21,569,999 4,288,950 25,858,949 － 25,858,949

セグメント利益（△損失） △208,592 35,940 △172,651 － △172,651

(注)　セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
 至　平成24年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 41円71銭 16円53銭

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純損失金額（千円） 513,229 203,342

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 513,229 203,342

　普通株式の期中平均株式数（株） 12,305,275 12,304,172

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

リリカラ株式会社(E02743)

四半期報告書

14/15



有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   久　　保　　伸　　介   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   阪　　田　　大　　門   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月11日

リリカラ株式会社

取締役会  御中

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

リリカラ株式会社の平成２５年１月１日から平成２５年１２月３１日までの第７３期事業年度の第３四半期

会計期間（平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２５年１月

１日から平成２５年９月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リリカラ株式会社の平成２５年９月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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